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昨年夏の通貨危機に 端を発するアジアの 経済混乱は日本をも 包摂し、 ロシアや中南 
米 をも巻き込み、 欧州や米国までも 動揺させるに 至った。 文字通りグローバル 経済は 
一衣帯水であ る。 かってのような「貿易や 投資を通じた 相互依存関係の 深化」 という 
類 のなまやさしい 構図てはない。 第一に、 そのインパクトは 瞬時に地球をかけめぐる。 
第二に、 その影響は民族や 地域をを問わず、 地球全体を一つの 不離一体のシステム と 

して覆う。 第三に 、 従って、 地球上の一つの 傍はあ っという間に、 地球全体に拡がる。 
第四に、 その結果、 好循環もあ っという間に 悪循環に転じ、 際限なく進行する。 

このような「 2 1 世紀的グローバル 経済」の根底には、 情報技術の指数関数的な 発 

歴 に支えられて、 人、 モノ、 力み、 情報が文字通り 光速 て 地球全体をくまなくぐるぐ 
6 回る「技術牽引型バローバル 化」が脈絡と 流れ、 その流れは年々加速される。 そし 
て 、 これに付随して、 好むと好まさるに 係わらず、 技術のバローバル な スピルオーバ 
ーが進行し、 それを同化する 能力が技術経営戦略に 決定的な影笘を 及ぼす。 

本論は、 このような同化能力とその 技術経営に与えるインバク ト を分析する。 

2.  技術のスピルオーバーとそのメカニズム 
2.  ]  技術のスピルオーバー 
0 E C D は 1997 年の「技術及び 産業パーフォーマンスに 関する報告 盲 」 Lg] において、 

多くの産業において 生産性の向上はその 産業の研究開発投資によるよりも 生産性向上 
のために導入されたコンビュータ 一等をはじめとするハイテク 機器・設備に 体化した 
技術の貢献による 効果の方が大きいとの 分析を示した。 技術革新は自らの 直接的な研 
究 開発投資と合わせて、 ハイテク設備に 体化した技術や 人の交流・資本や 中間 W の調 
達 は f 、 f 随 して流人する 技術等の他者の 行った技術成果の 流人に少なからぬ 影 笹を受け 
る 。 このような現象を 技術のスビルオーバー ( 濫出 ) という。 0 E C D の指摘は産業 
の 生産性等の向上には 直接的な研究開発投資もさることながら 技術のスビルオーバー 
の 効果が看過できないことを 示唆するものであ り、 「 2 1 世紀的グローバル 経済」の 
進行に照らせば、 これは企業の 技術経営戦略を 検討する上で 決定的に重要であ る。 

2. 2  スピルオーバ 一の功罪 
1960.70 年代にはノーベル 経済学者 ケヰス ・フロー (K.J.A 印 ow, 1962) の「技術革新には スヒ ・月 - ハ   

- による外部性が 存在するので、 市場機構による 資源配分の最適化は 困難」 との見方に 
代表されるように「スビル ォ ⅡⅠ罪悪論」が 支配的であ った。 だが、 グりけス (Z.GH Ⅱ ches, 1979) 
[5] は、 「企業の生産性の 上昇に貢献する 要因は自らの 行う研究開発努力の 他にも様々 
に 存在しており、 中でも他の企業が 行う研究開発のスピ 月 -A.- 効果が重要であ る」 との 
認識を指摘した 上で、 その効果を発揮するか 否かは技術をスビル ォ -A Ⅰする 側 ( ドナー ) と 

それを受入れる 側 ( ホ矧 ) の両者の技術 げ グション (TechlnologicaI が s 卍 on) の類似性に依存する 
ことを示唆した " 。 これに触発されて、 ゾ t7i (A. B.Ja 侮 ， 19 ㏄ ) 田は技術 げグシ げの類似 
堰を示す f 目標として 「技術距離」 という概念を 提唱した。 これをもとにⅤ カツ ・ ンュク げや 持   

倒 U. I.Bernlstein, M.I. Nad ㎡， 1988. 1989)  [2.3]  等を中心に 吐 ・ルオー ハ ・ - の計量的な計測・ 評価が進 

められるようになった 0   
1 ) 技術がバションが 類似した企業 間 ては① 到 吊棚成や研究開発内容等も 類似しておりⅠ卜で 開発された フルに 枝の 利 術 知周 報 ・ を吸 Ⅱ又が 酒客 易 か し ② ぅ る必 投要 造と 股 していた技術とタイ 補研究資源・ A 市場 リ - に 祐け 触れ合う 等の げ 可艇 7 ぅの 性が高い、 整備度 力 高等 くに ㍽よ る 用ナ 。 - ハ - 技術 
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2. 3  技術スピルオーバ 一のメカニズム 
以上の Ja 旋や Bernsteln&Na ㎡の実際的研究をもとに、 技術スビルオー げ -0%_ ゲム を推理 

すると 図 ] のように示される。 その要諦は 、 

①実効あ る技術 スビカト が - は、 ドト から ホ 甜への単なる 一方向の流れではなく、 両者の 
双方向の ゲけ ; け ドームであ り、 スビルオー ハ ・ - 

ヰ ホ 甜の社会経済の 発展 4  双方の相互 
        GDP   

作用 (1 止は 。 廿 on) の活性化 す ト ・ ト 0 社会 ⅥⅠ F 伍ゎ K も 冗ら Ⅰ 冗肋 ， つ れ Capit Ⅰ 
耳 :  OW ⅠⅠ㏄ hnology 鱒 ㏄ k 

経済の発展 づ スピ月り・ - の増大という [ Ⅲ ， :St ㏄Ⅹ 0 「 t ㏄ hnol% ヴ 8p ℡ over5 け S0) 

好循 臆を形成するものであ る。       Ⅲ " 。 。 '" 。 " 。 

    0 好 循環形成の鍵は、 双方の相互作用と 合 
わせて ぁ 甜のスピル ト が - 技術を同化する 能 

力 ( 瓜血 1ila 廿 lon  ㏄ 円 C 吋 )  に依存する。 

  9 相互作用及び 同化能力の程度は、 技術 距 
巨 bor  CpP れ Ⅱ OwnTS  St ㏄ ト ofTSo  I Ⅱ さ廿 tu 廿 tn Ⅰ 

C ト皿咋   

離及び ホ 甜における スヒ " 月リⅠを得た 技術 Tot Ⅰ 廿 0 め ⅠⅠ roduC 廿 ㎡ 'y0FP) 

の 限界生産性で 示される ( 図 2 ) 。 
㍗   7%,   
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図 ] 技術スピルオー パ 一の 図 2 スピルオーバー 技術の 
ダイナミス ム 生産への貢献メカニズム 

3. スピルオーパー 技術の同化能力 
3.  ]  同化能力の計測・ 評価 
特定の主体の 行う研究開発は 意識するとしないとにかかわらず 広範な技術スピ れ Ⅱ・ - 

の 7 Ⅰ - を形成す・ る 。 しかし、 この九 - はあ くまでも潜在的な 可能性を秘めた スヒ ・ 朋 Ⅱ・ _ 技 

術 の九 - に 過ぎず、 その フト を活かすためには、 小利の同化能力が 不可欠であ る。 この 風 
化 能力と技術のスピ 肘叩 Ⅰとが 7,r チ することにより、 ホストは イ ) 自らの生産性等の 向上に 
効果的な技術を 選択的に取り 入れ、 ロ ) 自らの技術体系に 内部化させ、 ハ ) 自らの 生 
産 シスれに体化させて、 自らの技術との 相乗効果をフルに 発揮することによって、 スビ 帖 
-fL 効果を朋に活かすことが 出来る [4 ト 従って、 スビ 肘 Ⅱ L の計測・評価に 当たっては、 
同化能力の計測・ 評価が貢 要 であ るが、 未だに概念的な 研究の域を出ていない [1 ㌔ 

このような問題意識に 立脚して、 19751995 年の間の我が 国電気機械工業の 業種 問技 
術吐 " 肘 Ⅱ " -0 分析結果 ( 本 予稿 集 1C7 参照 ) に基づき、 スピ ) レ オ Ⅱ " - 技術の同化 7" コセス の 

検証を行った。 即ち、 独自技術及びスピ 肘 -n. - 技術それぞれのストク ( Ⅲ及び Ts) からなる 
技術知識 スいク のを取り入れた 刀 ・・ ゲ グラス型の生産関数において、 スビ 肘 - ハ・ - 技術 甜 7 ク 

の 技術体系への 内部化及び生産シスれへの 体 化の八 " ターソについての 各種ケース " の比較評価 
な 行った。 この 捺 、 我が国の神人技術の 同化において 卓越した労働者の 質が顕著な役 
割を果たしてきたことに 簗 み、 生産 H 数における労働力について、 (A) 在来的な就業者 
数人労働時間 とういう三的側面だけを 扱ったケース 及び ㊤ ) 賃金に反映される 労働の質 
( 能力 ) をも取り入れた ケづ Ⅱの 雨ケづ を比較することによ り 、 同化能力と労働者の 質 

の関係についても 合わせて評価した。   
2 ) スヒ ・ M-A.- 効果勘案・同無視、 同化 構力 勘案・同日足、 生産・ ソス れへの 体化 努力勘案・同無視 (7) トス 

3@) 窩砂 の 込ん 典 のだ 井上 測 産 は、 % 敏を用 ラ 7 、 ク 3 ・ティ いて行った。 t 古 WR 林田ト Ta め m,197 の [10] の け ・ 9- チ に 倣って労働の 質を反映する 貫 金 を 
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Model@ Y=A@ L"@ K'@ M7@ E"@T' T Ⅰ T(Tl" ㌔ 2% ⅠⅠ ) 

分析結果は表 ] にとりまとめた 
通りであ り、 (A), (B) いずれの ケづ 
においても スヒ " ルォ ⅢⅠ技術の生産 
7. 叶ス への 体化 努力をも織り 込ん 
だ 同化能力を勘案したトスが 統計 

的に顕著な有意性を 示した。 
また、 労働力については、 その 

質的側面をも 勘案した (B) のケースが 

より顕著な統計的有意性を 示した。   

の
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

中
 沢
 

走
 

 
 

 
 

通
円
ら
 

を
叫
得
 

析
ア
が
 

分
化
 見
 

0
 回
 知
 

上
 の
な
 

は
術
ぅ
 

技
よ
 効

鍵
 

突
か
 

の
カ
 

へ
能
 

珪
化
 

生
国
 

の
は
 

-
r
 
 

砧
 Ⅱ
 こ
 
｜
 

技
め
 

た
 

 
 

」
 
る
 
。
 

月
 
げ
る
 

ヒ
 
あ
な
 

ス
を
と
 

①
 

の
 む
 

術
要
 

技
 Ⅰ
 

 
 古

り
 

 
 

田
カ
 

村
勢
 

ヒ
イ
 
@
 

れ
体
。
 

 
 

 
 

②
 

質
 

の
 

働
 

労
 

上
 
で
 
ま
す
。
 

 
 

引
け
 

ム
り
 

③
 

  

                    t. ⅠⅠ l1 Ⅰ 1 弓 ⅠⅠ ィ Ⅰ ア                                                                                                   

(A)@ Labor@memiired@by@labor@quanlily@ ((Numlxr@orrmplaycJ@penoni)@*(@working@li.iur.))     ad. @.l.R'     
    (T=Ti+z'iy 0.2-t 0.08 0.80 0.01 0.15 0.23 O ・ ifJ1) 1   ， fo 

く 2.9G ナ (@.68 Ⅰ く Ⅰ G.42 Ⅰ く 0.32) く 3.05 Ⅰ (@t.@6) 

    ㏄ ヰ Ⅵ +, 騰 ) 0.@7   0.0l 0 ． 9 Ⅰ 0.01 0 ． リ D 0 ・ よ ㈲ l.2l   

く @.64) (.0.14) (21.6@ Ⅰ (0.15) (3.95) 

c. OfeTY れ ⅠⅠ化Ⅰ 0.@ Ⅰ 0 ． l6 0 ． 79 0 ． 02 .0 ． 32 0 ． 33 0.9 ㏄ 2.0l 

(2.,tl) (3.09) (l7.8,t) (0.65) (-2.CC) (,1. けり ) 

d. cm) 0 ・㏄ 0 ・ 0@  0 ． 田 0 ． 0 Ⅱ 0 ．・ 田 は払出 @ @ Ⅱ 0 
0 ．㏄ ) (0.10) (2l   1G) (O ． G1) 12.91 Ⅰ 

( 肋し Ⅰ borme 億ヰⅡ redbyl Ⅰ lbo イ lq ⅡⅠⅡ ly(h ゾ .e(hlor 打 Ⅰ 珪 leW れⅡ 1* せ Ⅱ e-T ⅡⅠ m  Ⅰ ブノり ]cl@)     さ円． R'     

    Ⅰ T=Ti+z.lM)   0.29 0.l0           0.@0 0.220 0 ． 35 0.'u@J l.(i:l 

(.2.30)  (l.07)  (@8. 円 )  (3.G,1)  (2.G8)  (3.79) 

b ． fr=Ti+'no@ 0.00@ 0.03@ 0.95@ 0.09@ 0.11 仇田 9           
(0.65) く 0. Ⅱ w0) [14.07 Ⅰ く 2. ぺ l) (1.17) 

    0t ⅠⅠⅠ fl ]btl) .0 ． 08 0 ． l8 0 ． 84 0 ． 09 .0 ． 39 u.36 0 ・ M り ・ 2.3 ひ 

(-0.90)@ (3.05)@ (15.74)@ (3.26)@ (-2.88)@ (@1.12) 

d.  げさ T け 0.09  0.03  0.04  0.l0  0. Ⅰ 下 D u. 出刃 l..l@ 

(0.79@  0   Ⅰ 10]  (1 Ⅱ． 70)  12.4G)  10.90) 

表 ] スピルオーバー 技術同化プロセス 
の比較検証結果 

3.  2  同化能力の計主的 計 ， 列 

以上の知見をもとに、 ホ 矧が スヒ Ⅰ け - ハ・ - 技術の生産への 実効を最大限あ げることをね 
らいに、 同技術の生産 ア ロセスへの 体 化に最大限の 努力を追求するとすると、 スピ月 - ハ ・ - 

及び独自の両技術の 価格が競争的に 決定されている 場合には、 同化能力 (2) は 両 技術の 
限界生産性の 割合 ( ゆ司 g Y/ g (zTsM を Y/ d 円 ) を用いて次のように 示される。 

竹ム 旦 
乃   

廿 一 -   
待 待， 4%  一 A Ⅰ 7* 三三ニ一本行 A 一 l 一名 一                                                     (  Ts,  Ti は 吐 ・片ォ - ハ ・ - 、 独自 画 技術の ス リク ) 

      

この式からあ らためて先に 見た ドトとホい 双方の技術開発を 軸とした好循環、 相互 作 

用 、 同化能力の関係を 見ると、 次のような知見が 得られる ( 図 3 ) 。 

① 決 同の 化好 能循 力杖 はを 技形 ケタ 術成 Ⅱ す る ル ト 土 げで - 子 ㏄ "' 吋甘 Ⅰ 一 lnc 鬼娘 - YOproductlon)lnc 叱杖 一ケ " 。 uce ㎞ 甘穏 "Om"a 。 。 。 9 ぬ 。 。 。 畦 " Ⅹ "' 
定 的な役割を果たす。 

Di Ⅰ imis も z 卸 ㏄㏄Ⅱ vdJ 

② 同化能力は長期的には 逓減 
傾向をたどる。 ⅡⅠ山ヰ仁弛 

図 3 スピルオーバー 技術同化能力のダイナミズム 

我が国製造業主要業種の 同化能力の推移を 計測した結果は 表 2 に示す通りであ る。 

表 2 我が国製造業主要業種のスピルオーパー 技術同化能力の 推移 (198 ト 1995) 

*1 ㏄ い 95 平均 

電気機械 
一般機械 
捕送 機械 
@ Ⅰ 学 
一次金属 
食 品 
窯業土石 
繊 維 
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3.  3  同化能力支配要因の 分析 

以上の分析を 通じて、 同化能力は技術 スヒ " 付 - 八 " - の 好 循環を形成する 上で決定的な 役 

割 を果たし、 それは労働の 質に大きく影響され、 また長期的には 逓減傾向をたどるこ 
とが明らかになった。 これをてこに 更に同化能力支配要因を 分析する。 昨今、 情報 
化の急速な進展と 同時に急速な 高齢化趨勢が 顕著に見られ、 これが労働の 質に大きな 
影 毎を及ぼすようになってきていることがつとに f 旨摘 されつつあ る [8 ト 

図 4 は我が国 
Trend  In  Labor  Quality  and  Labor  Quantity Ⅵ 佃 nnatlzat@ Ⅱ 電気機械工業の 

Ⅰ - 
橿何 ， 1975 一 1995 年 小リ ぃ 日 月引 

0 。 。 。   ニ Ⅲ 
の 労働の量 質両 
面のト レソト・及び 同 

ヌ牡 ⅠⅠ   業種の情報化Ⅱ   ⅠⅠ ノ   及び就業者平均年 
8. Ⅰ 8- 

飴の推移を示し 
た も ので あ る。 

  

年毎 ヨ り 。 l Ⅰ J Ⅰ l Ⅰ 7 Ⅰ l Ⅰ 杓 l Ⅰ㏄ V ⅠⅠ l ⅠⅠⅠ l Ⅰ㏄ l ㏄ ミ 1 ⅠⅠ 5 
l Ⅰ 74 @ ⅠⅠ 7       l ⅠⅠ 3v Ⅰ 田 l ⅠⅡ                         これを見ると、 

38 A 田 n Ⅱ T 巾 nd 上昇の一途をた 
    

37 
  
    
  

  

  

  向 に転じ、 他方、 

  就業者平均年齢 
  

Ⅰ甘く 54323333 は 一貫して高齢 
  
    化 傾向を続けて 
l Ⅰ 7 Ⅰ l Ⅰ 77 l Ⅰ 肋 l ⅠⅠ ヰ t ⅠⅡ l ⅠⅠⅠ l ⅠⅠ l ⅠⅠ 6 

Y ⅠⅠ 鵠 74  1977  1980  l983      1986  1989  は 92  l995  いることが伺わ 
れる。 

  
これらの趨勢を 反映する 
かのごとく労働の 質はれ・ フ   

Ⅱ 梼 「 qu Ⅲ け ra 廿 。 InCormalizatioo@ @ Ⅴ erage@age 

Ⅰ nd ⅠⅩ 0 イⅠ mPlo ⅠもⅠ ，レ 崩壊後低下傾向を 示して 

h  Ⅸ 7WPy Ⅳ㊤ P. の ヰ 3.66+  0 ． 06 ぬ Inf  一 0 ． 98  ぬ A 鶉 a 山 ． nl  0 ． 626  DW  l.d8 いる。 これらの傾向をⅤ - 

く a.76 ダ (.2.m) スに 図 5 は電気機械工業の 
Pim 掛 Ⅰ №任せれ 労働の質に及ぼす 情報化 

及び高齢化の 影響を分析 
したものであ り、 情報化 
が 労働の質の向上に 顕著 
な 貢献を果たしている 反 
面 、 高齢化はその 低下を 
もたらしていることが 伺 

angemte0 Ⅱ a レ竹 qua 圧 ynt@  われる。 とくにドスト げアル 

In 椅爪 Ⅲ ization  期 (1 的 ト 95)  の労働の質の 低 
下は高齢化とあ わせて同期 

gtrend  における情報化の 停滞に起 
。 睡 Ⅱの ",  因 することが伺われる。 

'"""2 '983- ㏄ 1 ㏄ 7- 拍 1991-% 

図 5  我が国電気機械工業の 労働の質の変化と 影響要因 (1979-1985)   

4 ) 企業の情報化投資は、 各種情報化手段のうち 生産性向上に 最も効果的な 手段の組み合わせを 
ねらいとするとの 考えに立脚して、 毎年の情報化投資 ( 「我が国情報処理の 現状」、 通産省、 
年刊 ) をもとに情報化指標を 構築して、 これを用いた 分析を行った。 
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以上の分析により 同化能力は、 情報化、 高齢化に大きく 支配されまた、 長期的には逓 
減 傾向を示すことが 伺われる。 

表 3 はこれらの結果に 基づき我が国製造業主要業種の 同化能力支配要因を 分析した 
ものであ る。 

表 3 我が国製造業主要業種の 技術スピル 
オーバ一同化能力支配要因 (1975-1995) 
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② 同様に佑輔化は 同化能力の向上 
に 貢献している。 

③ 化学、 一次金属、 食品において 
は 依然高齢化の 同化能力の向上 
効果 ( 高齢者の習熟効果の 発揮 
現象 ) が維持されているのに 対 
して、 4 機・一般・輸送の 機械 
3 業種及 び 無業土石、 棚 椎 にお 
いては高齢化に 伴う同化能力演 
殺 現象 ( 高齢者の脩 報 化からの 
脱落現象 ) が顕著に見られるよ 
うになってきている。 

今日、 このような知見は 決して 
我が国固有のものではなく、 今や 
世界的に普遍化しつつあ る兆候 で 

l(.9.20 
あ る 情報化は言う L6]0 き で も な く 2 ェ ー 

l(0.6 の       

世紀に向けて 高齢化問題も 南北を                                                                             

を 問わぬ深刻な 問題化しっ っ あ る 

( 表 4 ) 。 また、 世界的な同化 能 表 4 世界の高齢化の 潮流 
力の逓減傾向はいろいろは 側面で   65 オ 以上人口の 7%+  14% の時期・期間 ) 

指摘されて既に 久しい。 
これらはおしなべて 同化能力の 

「国際普遍化」を 促すものであ る。 

かくして、 経済活動の グ叶ハ ・ ル化 
に 必然的に伴い 技術スビル ォ ⅡⅠの 加 

- が 加速的に増大し 地球上をくまな 
くぐるぐる回るのとと 合わせて、 
それを同化する 能力も国際普遍化 
して技術の ク " ロ刊 " ルス ヒ " ルォ 印 ㌧とも 

言うべき潮流が 地球全体を覆うの 
は 時間の問題と 化している。 

  
  20l5. ㏄ 拍 2 ㏄ 0 ． 2 ㏄ 0   

  如幻 2040-2050 25, ㏄ 

助 Ⅱ 碇 e:Wo Ⅱ kdPo ⅡⅡ レ Ⅰ め ⅠⅠ ㏄ モ ゃ ㏄ 笘 :T@le1 ㏄ 6R 押ね @ 沖 @.UN(WB8hing め n. l 鱗め 
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4 . 考 察 一 技術のバローバルスピルオーバーと 技術経営へのインバク ト 

「 2 1 世紀的グローバル 経済」は人、 モノ、 ヵネ 、 情報の国境を 越えた交流を 指数 
関数的に深め、 必然的に スヒ " 付叩 "- 技術の国境を 越えた 加 - を加速する。 同時にその フ卜 

を 活かす上で決定的な 役割を果たす 同化能力の国際普遍化も 加速的に進行する。 この 
ような技術のバロⅡ " ルス ヒ " ルオー ハ ㌧は技術経営に 決定的な ィ川 " クト を与える。 

1 9 9 0 年代初めの日米逆転からすでに 久しい ( 本 予稿 集 1 C 5. 6 参照 ) 。 日本 
経済は期待に 反して混迷の 度を深めるばかりであ る。 かつてのように 一定の時間とと 
もに自律的に 回復が期待されたり、 特定の部門へのルフル 剤が功を奏するような 代物で 
はない。 社会・経済や 諸制度・慣習等の・ンステムの 変容や、 研究・技術・ 経済の多層的な 
循環 げぅ 、 ノスの失速が 複合した構造的・ 制度的な要因に 起因する。 そして、 この構造的   

制度的要因は、 急速に進むバロⅡ・ ル 化の波の中での 日本的システムの 制度疲労 や 、 日本的シス 
テム のグロⅡ・ルシスれとの 相 溶化の フ   Dt ス におけるシステム ヒ 何と無関係ではない。 

日本は今までややもすると「日本の 日本による日本のシステム」に 立脚して日本固有の シ 

妨ムを 構築し、 それに磨きをかけて、 それを通じてその 独自性や比較優位を 追求してき 
た 。 「日本的経営システム」はこのような 中で、 日本固有の効率の 高いシステムとして 生み出 
され、 世界的にも注目された 高 効率の同化能力を 備えていた。 

だが、 今日、 急速に進むバロー ハ ・ル化の潮流の 中で、 一方でこのような 同化能力の国際 
普遍化が加速的に 進行し、 他方で、 グロー A. 朋 ンステムとの 互換性   相溶 性のない「固有のシス 
テム」 など存在し得ないようになってきている。 

このような中で、 日本の技術経済シリムの 回復はグロー ハ ・ 何 ステムとの 好 循環の構築が 前提 
となり、 そのような形で 技術のバロー ハ ・ルスピルオー ハ ・ _ のうねりとの 互換性・ 相溶 性を有す 

る技術経営戦略を 構築できるか 否かにかかっている。 
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